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1988・ 1989年 度 援 助 一 覧 表         弗

/9郷瑠約 (′7伊『後 /作、/
ド
号
一コ
番 申 込  者 来 日  者 的目 実施年月

8 8

2 0 5 2

東京大学

酒 井   均

中華人民共和国・

中国科学院
地球化学研究所
漆  光  娯

日本および中国における同位体地球

化学 ・宇宙化学の現状分析と協同研
究テーマの探索

'89/ 3

8 9

2 0 0 1

東京大学

藤 原  邦  男

中華人民共和国 ・

中国科学院
高能物理学研究所
王  淑  英

有機団体中のポジトロニウムの研究
'89/1C)

8 9

2 0 0 2

大阪大学

金 森  順 次郎

西 ドイツ ・

アーヘンエ科大学
Peter Heinz
Dederichs

不純物、表面、無秩序合金等、非周
期的団体の電子構造の非経験的計算
と物性

'89/ 5

8 9

2 0 0 8

東京大学

氷 上   忍

ソ連 ・ソ連科学
アカデミーレニレィグラード
原子核物理学研究所
Arkadii G.Aronov

量子局在問題と磁気抵抗
'89/1C)

8 9

2 0 1 3

大阪大学

朝 山  邦  輔

フランス ・

グルノーブル極低温
研究所
」acques Flouquet

重い電子系化合物の常伝導、超伝導

の研究

'89/ 7

8 9

2 0 1 4

東京大学

曽 根 良 夫

アメリカ・ミズーリ
コロンビア大学
Sudarshan
K.Loyalka

分子気体力学の理論的研究
'89/1]

8 9

2 0 2 2

京都大学

山 科  郁  男

アメリカ ・N I H

Victor Ginsburg

Carbohydrate Specificい江onoclonal

AntibOdies against Cancer

Associated Antigens

'89/11

8 9

2 0 2 5

筑波大学

久 保   健

アメリカ ・ミシガン

州立大学
Thomas A.Kaplan

低次元磁性体の理論 他
'89/ 7

8 9

2 0 2 6

基礎生物学研究所

村 田  紀  夫

ハンガリー・ハンガリー

科学院生物学研究
センター

Laszlo Vigh

植物の温度適応における温度感知機

構の研究

'89/ 9

8 9

2 0 3 1

東京大学

片 山 武 司

西 ドイツ ,
マックスプランク
原子核研究所

Eberhard」aeschke

重イオンビームの電子冷却に関する

基礎的研究

'89/ 8

8 9

2 0 3 2

京都大学

佐 藤 文 隆

ソ連 ・Yerevan

Physics lnstitute

V.Gす Gurzadyan

宇宙物理における非平衡非線形現象
'89/10

8 9

2 0 3 6

大阪大学

花 房 昭 静

ポーランド・

Warsaw大 学
Tadeus い7【arek
KrygoM′ski

結晶解析による共役パイ電子系の研

究

'89/ 8
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ド
号
一コ
番 申 込  者 来 日  者 目 的 実施年月

8 9

2 0 4 0

東京大学

小 林 一 三

アメリカ ・マサチュT

セッツエ科大学

A/faurice S. Fox

遺伝子の組換えと修復
'89/ 4

8 9

2 0 4 2

東京大学

山 田  安  定

アメ リカ ・

」ahesコ
~・イレ大学

A. Krumhansl

非線型現象と 1次 相転移
'89/10

長期間来日 (1989年度  1件 )

ド
号
一コ
番 申 込  者 来 日  者 目 白勺 期 間

8 9

3 0 0 1

分子科学研究所

花 崎 一 郎

インド・Banaras
Hindu大 学

PF6m Kumar
Srivastava

自己秩序形成化学反応に関する研究

'89/4～

'90/3

1カ年

短期間派遺 (1988年度  10件 、 1989年 度  48件 )

ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 8

4 3 3 7

東京都立大学

久 保 謙 一
原子核反応機構国際会議

イ
他 イ   ン    ド

'89/ 1

8 8

4 3 4 0

京都大学

稲 見 武 夫

高エネルギー物理の現象論に関する研究

集会
イ   ン    ド

'89/ 1

8 8

4 3 4 7

大阪大学

岸 本 忠 史
小数ストレンジ多体系の研究 ア メ  リ カ

'89/ 1

8 8

4 3 4 8

筑波大学

饗 場 弘 二

UCLAウ ェスタンウィンターワークシ

当ップ 「原核生物プロモータ
ー」

ア メ  リ  カ
'89/ 2

8 8

4 3 5 0

帝京大学

越 智 崇 文
抱畠造窓革患籠屈ご品晶花多夏壕去尼智
る制御

ス  イ   ス
'89/ 3

8 8

4 3 5 2

京都大学     |

伊 藤 公 孝

H′十モ「ド物理に関する国‐際原子エネル

ギー鞭 技篠 議     ‐
西  ド  イ  ツ

'89/ 3

8 8

4 3 5 3

京都大学

伊 藤
~嘉‐i13H

1989年度UCLAシ ンポジウム 「パピロ

とヤライルス」
メ キ シ ヨ

'89/ 3

8 8

4 3 5 5

東北大学
ピーター

W.ス テファンス

テタ
iリ
カ物理学会総会 ア メ  リ  カ

'89/ 3
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 8

4 3 5 9

東京大学

佐 藤 勝 彦

「宇宙論における基本定数の探求」に関

するモリオンヌ会議
フ ラ  ン  ス

'89/ 3

8 8

4 3 6 5

筑波大学

小 柳  義  夫
国際的研究施設に関する国際会議 他 ユーゴスラtダ 他

'89/ 3

8 9

4 0 0 5

京都大学

竹 市 雅 俊
国際神経化学会第12回大会 ポ ル  ト ガ  ル

'89/ 4

8 9

4 0 1 3

名古屋大学

馬 宮 孝 好
量子流体 ・団体シンポジウム

ー1989 ア メ   リ  カ
'89/ 4

8 9

4 0 1 6

東京都立大学

斎 藤    暁

International Conference on

Nonlinear Physics
中華人民共和国

'89/ 4

8 9

4 0 2 1

大阪大学

清 沢  桂 太郎

Electroneutrality in melnbrane

transport in Chara Cells
ア メ  リ  カ

'89/ 5

8 9

4 0 2 2

東京大学

西 田  栄  介
第 9回 国際ワシントン春シンポジウム ア メ  リ  カ

'89/ 5

8 9

4 0 2 5

東北大学

高 木    伸

情報、エントロピーおよび複雑性の物理学

に関するサンタフェ研究所ワークショップ
ア メ   リ  カ

'89/ 5

8 9

4 0 2 6

基礎生物学研究所

蓮 沼  仰  嗣

細胞内信号伝達の生物学
'89,第
9回 国際

ワシントンスプリングシンポジウム
ア メ  リ  カ

?89/ 5

8 9

4 0 2 7

岡山大学

香 川  弘  昭
第 7回 国際C.エ レガンス学会 ア メ  リ  カ

'89/ 5

8 9

4 0 3 2

国立公害研究所

坂 東   博

地球規模および地域規模大気環境化学に

関する国際会議
中華人民共和国

'89/ 5

8 9

4 0 3 3

東京大学

片 山 武 司
第16回プラズマ科学に関する国際会議 ア メ  リ  カ

'89/ 5

8 9

4 0 3 4

九州大学

谷   時 雄
1989年度 RNAプ ロセシング研究集会 ア メ  リ  カ

'89/ 5
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 9

4 0 3 5

国立極地研究所

佐 藤 夏 雄
国際南極観測シンポジウム 中華人民共和国

'89/ 5

8 9

4 0 4 1

東京工業大学

武 藤 一 雄

原子核の弱い相互作用と電磁的相互作用

の国際シンポジウム
カ ナ ダ

'89/ 5

8 9

4 0 4 9

東京大学

尾 中   敬

国際天文学連合シンポジウムM139

「銀河内、銀河系外背景幅射」
西  ド  イ  ツ

'89/ 6

8 9

4 0 5 1

二重大学

川 田  正  美

第63回コロイドおよび表面科学シンポジ

ウム
ア メ  リ  カ

'89/ 6

8 9

4 0 5 3

大阪大学

幅   淳  二

I X International C6nfむrence

Physics in CollisionO n

イ ス ラ エ ル
'89/ 6

8 9

4 0 5 6

東京大学

大 森 正 之
第 2回 無機窒素代謝に関する上級会議 イ タ  リ  ア

'89/ 6

8 9

4 0 5 7

東京大学

花 井   亮
第 6回 生体分子立体動力学討論会 ア メ  リ  カ

'89/ 6

8 9

4 0 5 8

東京大学

田 沢   仁

8th lnternational VヽOrkshop on Plant

lvttembrane Transport イ也
イ タ リア 他

'89/ 6

8 9

4 0 6 0

筑波大学

滝 田 宏 樹

微小ギャップ半導体及び関連物質に関す

る国際会議
ア メ  リ  カ

'89/ 6

8 9

4 0 6 3

国立天文台

吉 川    真
小惑星 ・彗星 よ隕石第 3回 研究会 ス ウ ェ ー デ ン

'89/ 6

8 9

4 0 6 8

京都大学

小 関 治 男
第13回国際 tRNAヮ ークショップ カ ナ ダ

'89/ 6

8 9

4 0 7 0

山形大学

沢 井   毅

細巾分裂における分裂溝形成機構に関す

る研究会
ア メ  リ  カ

'89/ 6

8 9

4 0 7 6

京都大学

郷 田 直 輝

「宇宙マイクロ波背景 :25年後」につい

てのヮークショップ
イ タ  リ  ア

'89/ 6
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コード
番 号

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 9

4 0 7 7

大阪教育大学

福 江   純

天体物理学における降着とジェットに関

するワークショップ
中華人民共和国

'89/ 6

8 9

4 0 7 9

愛媛大学

入 船 徹 男
第28回国際地質学会議 他 ア メ  リ  カ

'89/ 7

8 9

4 0 8 1

工業技術院

化学技術研究所
田 中  正  人

金属錯体化学に於ける境界領域の新潮流

と展望についての国際シンポジウム
フ ラ  ン  ス

'89/ 7

8 9

4 0 8 2

東京都立大学

溝 口  憲  治

光敏感及び導伝性高分子に関する国際夏

の学校
東 ド イ ツ

'89/ 7

8 9

4 0 8 5

大阪大学

畠 山 昌 則
第 7回 国際免疫学会 西  ド  イ  ツ

'89/ 7

8 9

4 0 8 7

名古屋大学

伊 藤 文 雄
第31回国際生理科学会議 フ ィ ン ラ ン ド

'89/ 7

8 9

4 0 8 9

東北大学

岩 泉 正 基
第26回国際分子分光学会 ブ ル ガ リ ア

'89/ 7

8 9

4 0 9 4

佐賀医科大学

久 場 健 司
第31回国際生理学会シンポジウム フ ィ ン ラ ン ド

'89/ 7

8 9

4 0 9 5

北海道大学

神 谷    瞭

第31回国際生理学会議及び衛星 シンポジ

ウム
フィンランド イ也

'89/ 7

8 9

4 0 9 9

大阪大学

武 田    定

ヒドロキノン包接格子中での塩化水素分

子の トンネル回転の研究
イ ギ  リ  ス

'89/ 7

8 9

4 1 0 0

大阪大学

者 宮 建 昭

第 3回独日ペプチド化学シンポジウム

他
西 ドイ ツ 他

'89/ 7

8 9

4 1 0 4

東京電機大学

桂   重  俊

第17回統計力学国際会議 Statphys 17

新 しい磁性物理学
ブ ラ  ジ  ル

'89/ 7

8 9

4 1 1 0

筑波大学

末 野 重 穂

万国地質会議 (シンポジウム :地球科学

における放射光)第 28回
ア メ   リ  カ

'89/ 7
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 9

4 1 1 5

東海大学

山 口  嘉  夫

素粒子物理学と天体物理学におけるCP

非保存
フ ラ  ン  ス

'89/ 7

8 9

4 1 1 8

東京大学

菅 野    暁

心Iinth lnternational Conference

on Vacuuln Ultraviolet Radiation

Physics

ア メ  リ  カ
'89/7

8 9

4 1 2 8

大阪大学

畑 回  耕 一
国際純正応用化学連合高分子命名委員会 ス ウ ェ ー デ ン

'89/7

8 9

4 1 2 9

大阪大学

野 田 幸 男

マルテンサイト変態国際会議

(I COA/1AT89)
オ ース トラ リア

'89/7

8 9

4 1 3 6

大阪大学

山 中 高 光
第28回国際地質学会 (IGC) ア メ  リ  カ

'89/7

8 9

4 1 3 7

東京都立大学

土 岐   博
物理における三体問題 カ ナ ダ

'89/7

8 9

4 1 4 0

神戸大学

我 崎 俊 一
第10回天文 。天体物理サンタクルッ研究
会 :超新星

ア メ  リ  カ
'89/7

8 9

4 1 4 2

東京大学

矢 崎 紘 一

「電子散乱によるハ ドロンおよび原子核

の性質の研究」国際夏の学校(エリチェ)
イ タ  リ  ア

'89/7

8 9

4 1 4 3

東京大学

坪 野 公 夫

第12回一般相対性と重力に関する国際会

議 ( G  R 1 2 )
ア メ  リ  カ

'89/7

8 9

4 1 4 7

東京大学

三 浦   彰

地磁気 。エアノロミーに関する国際連合

会議
イ ギ  リ  ス

'89/7

8 9

4 1 5 0

東北大学

江 幡 孝 之

1989 Conference of the Dynamics

of A/1olecular Collisions
ア メ  リ  カ

'89/7

長期間派遣 (1989年度  13件 )

コード
番 号

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期  間

8 9

5 0 0 5

香川大学

高 橋 正 道

被子植物の花粉外膜のパターン決定機構

の解明
ア メ  リ  カ

'89/4～

'90/4

1 カ年
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期 積

8 9

5 0 1 6

慶応義塾大学

大 場    茂
番Lれた構造の解析方法の検討 デ ン マ ー ク

'89/9ヘレ
'90/6

1 0 カ月

8 9

5 0 2 2

筑波大学

赤 木  和  夫

‐次元導電性カルビンの電子構造解析と

その反応設計
ア メ  リ  カ

489/8小′
'90/7

1 カ年

8 9

5 0 2 9

京都大学

山 肩 葉 子

神経伝達におけるカルシウム依存性タン
パク質リン1酸化とプロテオリシスの連合

関与機構

ア メ  リ  カ

'89/9⌒フ
'91/8

2 カ年

8 9

5 0 3 7

大阪市立大学

丸 山   稔
固体の表面融解 フ ラ  ン  ス

'89/9⌒′
'90/7

1 1 カ月

8 9

5 0 3 9

長崎大学

中 嶋  直  敏

タンパク複合二分子膜の生物電気化学的

研究
ア メ  リ  カ

'89/4-lC

6 カ月

8 9

5 0 4 0

北海道大学

香 内    晃
宇宙空間における氷の凝縮 ・蒸発機構 オ ラ  ン  グ

'90/3ハツ
'91/3

1 カ年

8 9

5 0 4 8

岡山大学

築 部    浩
生体膜輸送機能の化学的シュミレーション ア メ  リ  カ

'90/1▼々6

6 カ月

8 9

5 0 5 2

北海道大学

加 藤 幾 芳

原子核におけるクラスター・ダイナミッ

クスの研究
ハ ン ガ リ ー

89/4-8

4 カ月

8 9

5 0 5 3

東北大学

高 橋 秀 幸

植物の重力反応に関する生理 。生化学的

研究
ア メ  リ  カ

'89/7ハマ
'90/7

1 カ年

8 9

5 0 5 4

千葉大学

森 田   浩

分子クラスターおよびクラスターイオンの

レーザー質量スペクトルとその動的挙動
ア メ  リ  カ

'89/4ハ▼
'90/3

1 1 カ月

8 9

5 0 5 5

宇宙科学研究所

川 村  静  児
レーザー干渉計を用いた重力波検出実験 ア メ   リ カ

'89/9ハツ
'90/8

1 カ年

8 9

5 0 5 9

名古屋大学

野 田 信 明

テキサ トール トカマクにおけるトロイダ

ルポンプリミター実験
西 ド  イ  ツ

'89/9ハツ
'90/1

4 カ月
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故

大正 15年

町雪不日25空巨

2 6 年

3 1 年

3 3 年

3 5 年

3 5 年

4 2 年

4 2 年

5 7 年

6 0 年

6 0 年

6 2 年

6 3 年

8 月 2 3 日

3月

2月

6月

9月

2月

8月

4月

7月

4月

1月

4月

4月

1 0 月2 9 日

神戸市にて出生

東京大学理学部動物学科卒業

東京大学理学部附属臨海実験所助手

ロンドン大学ベッドフォードカレッジ研究助手

英国医学研究協議会研究員

岡山大学理学部附属臨海実験所助教授

理学博士の学位を授与される

岡山大学理学部附属臨海実験所長

岡山大学理学部附属臨海実験所教授

岡山大学評議員 (昭和 62年 9月 まで)

日本動物生理学会会長

岡山大学理学部長 (昭和 62年 3月 まで)

山田科学振興財団評議員委嘱

逝去 (62歳 )正 四位 勲 二等旭日中綬章を

授与さる。
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故 吉 田 正 夫 さ ん を 偲 ぶ

私が初めて吉田さんにお会いしたのは、昭和37

年の秋、岡山大学での動物学会の帰途、鷲羽山を

経て、玉野にあった臨海実験所を訪れた時でした。

旧制二高、東大理学部動物教室、東大三崎臨海実

験所に学び、昭和31年から4年 間のロンドン大学

留学を終えて、玉野の臨海実験所に着任されて間

なしの頃です。
一通りの見学の後、私と家内にと

ても親切丁寧に、かつ喜々としてゥエの光刺激反

応の説明をしてくれました。ガンガゼの殻を割り、

手際よく一本の長い刺と殻の一部を残した標本を

作り、光に応答する刺の運動を見せてくれました。

微かな陰影に応じて微小電流計の針さながらに鋭

敏に動く刺を目の当たりにした、その時の驚きは

今もって忘れる事が出来ません。神経光覚に基づ

くこの現象は、視物質分子の研究に凝っていた私

どもの目を、再び動物の生理の世界にも向けさせ

る機会となりました。随分あとになって、感謝を

こめてその話をしたら、彼はずっと以前から私共

のことを知ってたよとのことでした。昭和30年の

秋、九大での動物学会の折に開かれた生理学の討

論会で、
t視
紅と光覚

い
と題する私の講演に凄く

闘争心を掻立てられ、それ以来よ、と言われて恐

縮しました。何れにしろその後、吉田さんとは度

々の班会議、特定研究などで席を共にし、動物の

ことを色々と教わり、また特定研究の運営に際し

ては彼ならではの絶大な支援を受けました。

苦田さんは、いわゅる眼のない動物で、ウエ類

の神経細胞や色素細胞における光受容能の証明、

カミクラゲの原始的な眼点におけるロドプシンの

存在の証明などなど、海産の無脊椎動物を中心に

低分化光受容器系に関して続々と新知見を発掘し、

やがては光受容器の機能と構造の変遷の総合的理

解を打ち立てようと、まさに形態生理学者とでも

言うべき独自の道を歩まれました。その成果の故

に、現代動物生理学の権威として展々国際の場に

も迎えられ、世界の吉田として活躍されて来まし

た。研究に当たって時には、電子顕微鏡学者であ

り、電気生理学者であり、生化学者であり、生物

物理学者であり、また発生学者でもあり、動物行

動学者でもありました。分類学や系統学にも通じ

る、はんとに希にみる万能の動物学者の域に達し

た人であったと言う他ありません。これは彼の天

性に加え、凄まじい意欲と努力の結実であり、さ

らに大学人として多角的に活躍した彼の充実した

日々は、年代を共にした私にとって、常に模範で

あり、目標であり、憧れでありました。

生物学の真髄は海の生物から汲み取らねばなら

ないと言う信念に基づいて、彼の心は片時も,海を

離れることはなかった様です。終生海に生き、玉

野臨海からの研究業績を基礎に、現在では研究の

場は、全国に屈指の規模と設備を擁する新し,い岡

大牛窓臨海実験所へと発展 しました。研究と同時

に彼が生涯を打ち込んだ大事業の中の一つは、閉

鎖性の強いわが国の大学において、最初に単位互

換の制度を臨海実習に取入れ、それを拡大して現

在の公開臨海臨湖実習の制度を確立することであ

りました。今日では阪大など臨海実験所を持たな

い大学の学生達も他大学に遊学し、単位を受け得

る恩恵に恵まれる様になっております。

余暇には卓球、ソフトボール、スキーを発しみ、

日本酒を友に深夜におよぶ談論の後も、翌萩 8時

には研究を始める、心身ともに頑健そのものの吉

田さんだけに、病を得られてもただ回復の日を待

つだけと信 じていました。闘病中は、制癌斉J、X

線照射、繰り返す大手術に耐え、後期の講義に向

かって発声回復に努め、出来る限り研究室に現れ、

公務を処理するのを日課として、最期まで生き抜

く努力をされた姿はただただ畏敬の極みです。不

如意の病床で山田財団評議員の職責を果たされた

のも彼ならではの事でしょう。昨夏の比較生理生

化学の国際会議に共に渡米する約束も、停年1後に

は牛窓で一緒に仕事をしようとの約束も、残i念な

がら叶わぬままとなりました。豪語縁落、自由奔

放、それでいて細心級密な性格の魅力的な吉口さ

ん。病床からさえ何時も私の健康を気にしてくれ

た心の温かい吉田さん。思い出は尽きません。三

崎以来、最愛の美知子夫人の献身を得て、研究と

教育、また行政に素晴らしい業績を残し、多くの

人の敬愛を集めた彼の生涯は最高の範として永く

語り継がれてゆく事でしょう。

山図科学振興財団前評議員

原  富  之
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事  務  報  告

事 業  日  誌

1988.10。28 選 考打合会

11.2 第 11回事業報告書完成発信

11.25 選考打合会

11.28 財 団ニュース通巻25号完成発信

11.30 1989年度来日・長期間派遣援助申込締切

12.23 選考打合会

1989.1.6 1989年 度研究援助個人推薦依頼状発信

1.27 選 考打合会

225 第 2回 理事会 ・評議員会 :1989年度研究援助選考計画、1988年度の援助事業報告、次

期理事長 ・専務理事、役員、評議員、選考委員及び顧間の選出並びに決定、1989年度

事業計画、予算及び事業活動予定の決定く研究交歓会の決定、1990年度山田コンファ

レンス候補を報告、1990年度研究援助推薦学会決定、研究援助の要領書改訂

2.28 指 定学会宛、1990年度研究援助候補推薦依頼状発信

3.3 選 考打合会

3.28 1990年 度短期間来日・派遣申込要領及び申込書発信

3.31 1988年 度決算実施、1989年度研究援助推薦締切

4.1 改 選に伴い1989・1990両年度役員、評議員及び顧間、1989年度選考委員の就任(後記)、

事務局辞令交付

1 9 8 8 年度 諸援 助の ま とめ

援  助   名 実施件数 援助金側

摘 要

募集開始

(推薦)
年月

〆  切

年 月 日

研 究 援 助 5,680
'87: 9 '88. 3. 31

来

日

長 期 1 240
'87. 4 '87.11.ラ

R

年 1回 募集短 期 995
'87. 4 '87.11.末

派

遣

長 期 11 920
'87. 4 '87.11.末

短 期 2.781
'88. 4 '88年

度末 毎 月 募 集

山田 コンファレンス 2 2,223

山田コンファレンス

「ビッ分 ンヾ、活動的銀河核、超新星」

「レチナール蟹白質の分子生理」

研 究 交 歓 会 1

計 12,994
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1989・ 1990年度 役 員 ・評議員等、1989年度選考委員の決定

役  員 (1989。1990年度)

理 事 長 永  宮  健  夫   大 阪大学名誉教授 ,日本学士院会員

専務理事 小  川  俊 太郎  財 団専務理事

理  事  江  崎  玲 於奈  米 国 IBMワ トソン研究所主任研究員 ,日本学士院会員

神 谷  宣  郎   大 阪大学 ・岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所名誉教授 “

日本学士院会員

鈴 木  友  二   京 都大学 。大阪大学名誉教授

関   集  三   大 阪大学名誉教授 。日本学士院会員

早 石    修   大 阪バイオサイエンス研究所長 ・日本学士院会員

福 井  謙  一   財 団法人基礎化学研究所所長 ・日本学士院会員

山 田  安  定   東 京大学物性研究所教授

監  事  高  村  仁  一   京 都大学名誉教授

向 井  重  陽   株 式会社三菱総合研究所取締役社長

評 議 員 (1989,1990年度)

井 回  洋  夫   岡 崎国立共同研究機構分子科学研究所所長

江 橋  節  郎   岡 崎国立共同研究機構生理学研究所所長 ・日本学士院会員

岡 田  善  雄   大 阪大学細胞工学センター教授

金 森  順 次郎  大 阪大学理学部教授 ・理学部長

神 谷  宣  郎   大 阪大学 ・岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所名誉教授 n

日本学士院会員

熊 田    誠   京 都大学名誉教授

塩 川  二  朗   近 畿大学理工学部教授

芝   哲  夫   大 阪大学名誉教授 ・財団法人蛋白質研究奨励会ペプチド研究所

所長

鈴 木  友  二   京 都大学 ・大阪大学名誉教授

関   集  三   大 阪大学名誉教授 ・日本学士院会員

塚 田  裕  三   慶 応義塾大学名誉教授

永 田    武   東 京大学 ・国立極地研究所名誉教授 ,日本学士院会員

永 宮  健  夫   大 阪大学名誉教授 。日本学士院会員

西 原    宏   京 都大学名誉教授 ・中部大学教授

早 石    修   大 阪バイオサイエンス研究所長 ・日本学士院会員

早 川  幸  男   名 古屋大学長

林   忠 四郎  京 都大学名誉教授 。日本学士院会員

牧   二  郎   京 都大学基礎物理学研究所教授
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森 田  正  人   大 阪大学理学部教授

山 田  安  定   東 京大学物性研究所教授

山 野  俊  雄   大 阪大学名誉教授

顧  間 (1989・1990年度)

赤 堀  四  郎   大 阪大学名誉教授 。日本学士院会員

選考委員 (1989年度)

石 川  辰  夫   東 京大学名誉教授 ・帝京大学理工学部教授

泉   美  治   大 阪学院大学商学部教授

伊 勢  典  夫   京 都大学工学部教授

江 尻  宏  泰   大 阪大学理学部教授 ・ラジオアイソトープ総合センター長

大 沢  利  昭   東 京大学薬学部教授 ・薬学部長

吉 川  圭  二   大 阪大学理学部教授

櫛 田  孝  司   大 阪大学理学部教授

朽 津  耕  三   東 京大学名誉教授 ・長岡技術科学大学工学部教授

菅     宏   大 阪大学理学部教授

関   集  三   大 阪大学名誉教授 ・日本学士院会員

高 田  利  夫   生 産開発科学研究所理事 ・岡山理科大学工学部教授

竹 内  郁  夫   京 都大学理学部 ・岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所教授

西 塚  泰  美   神 戸大学医学部教授

長谷田 泰 一郎  大 阪大学名誉教授 ・桐蔭学園横浜大学教授

増 田  芳  雄   大 阪市立大学理学部教授

丸 山  工  作   千 葉大学理学部教授

山 田  安  定   東 京大学物性研究所教授

今回の改選に際し、役員で監事近藤次郎先生がご勇退され、現理事兼評議員高村仁一先生が監

事にご交替になり、評議員で故吉田正夫先生がど逝去になり、久保亮五先生がご勇退され、現選

考委員塚田裕三 ・森田正人両先生が評議員にご交替になり、新たに、評議員に林忠四郎先生が、

選考委員に吉川圭二 ・丸山工作両先生がご就任なさいました。

このたびご勇退の諸先生方に対しまして、ご在任期間中のお力添えに心から御礼申しあげます。
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1989年度事業活動予定表

年 月 日 ≡
丁 事

1989年 5月  5日 (金)
～ 9日 (火)

山田コンファレンスXXEl・ストレス下における植物の水代謝

と生長    於  大 阪国際交流センター

5月 20日働

9 :30A〕v4

S

夕方

1989年度研究交歓会

5月 21日(日)

10:00A小/f

S

4:00PMI

第 1回 評 議員会

理 事 会

第 1回選考委員会

1988年度事業報告、決算報告

本年度事業活動予定表

選考方針等審議

選考方針打合せ、1989年度研究援

助審判の割当

6 月 3 日 ( 土) 1989年度長期間派遣者研究交歓会

6 月 1 2 日

～ 1 5 日

月

木

山田コンファレンスXXlll・原子核の弱過程と原子核構造

於 千 里阪急ホテル

7月 8日tLj

10:00AM[

S

夕方

第 2回選考委員会

臨 時 理 事 会
1989年度研究援助決定

8 月2 9 日 ( 火)
～ 9 月 2 日 ( 土)

山田コンファレンスXXIV・ 強結合プラズマ物理

於 ホ テルマウント富士

1 1 月3 0 日 ( 木) 短期間来日・長期間派遣締切 (1990年 4月 ～1991年 3月 )

1990年 2月 24日tD

1:00PA/1

S

6:00P],4

第 2回  評 議員会

理 事 会

本年度事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算等審議

3月 31日 (土) 1990年度研究援助候補推薦締切
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申込要領等 について

この度、来日、派遣の援助申込要領及び申込書を次のとおりと のヽえました。

追 記

研究援助について

研究援助候補推薦要領及び推薦書用紙は1989年9月頃お届けします。

募集開始 1989年 9月   締 切日 1990年 3月31日

研究援 助推薦 学 会

1990年度研究援助に関しては、推薦学会は次記の20学会にお願いすることになっております。

日 本 天 文 学 会     日 本 農 芸 化 学 会     日 本細胞生物学会

日 本 物 理 学 会     日  本 薬 学 会     日 本生物物理学会

応 用 物 理 学 会     日 本 生 化 学 会     日 本発生生物学会

日 本 金 属 学 会     日 本 生 理 学 会     日 本植物生理学会

地球
露繁曇畠圏学会     日 本 遺 伝 学 会     日 本 植 物 学 会

日 本 化 学 会     日 本分子生物学会     日 本 免 疫 学 会

高 分 子 学 会   日 本 動 物 学 会

援  助   名 募 集 開 始 申 込 期 限

短 期 間 来 日

(1990年4月～1991年3月分)
1989年 4 月  1 日 1989年 11月 30日

長 期 間 派 遣

(1990年4月 ～1991年3月 分)
19892干 4 月  1 日 1989年 11月 30日

短 期 間 派 遣
出発月の4カ 月前の15日が申込期限

(例 :1989年10月出発の場合1989年6月 15日が申込期限)
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山田ヨンフ ァレンスニ ュース

1.P r o c e e d i n g s  o f  Y a m a d a  C o n f e r e n c e距く,》0こ (財団版)の 出版

2.1990年 度山田コンファレンスは次のとおりです。

□ 鴎 ′ 酬 電 nwll

会 名

卜7[agnetic Phase

Transition

(磁気相転移 )

Surface as a

New n/1aterial

(表面新物質相)

Oxygenases and

Active Oxygen

(酸素添加酵素と活性酸

素)

会 期 1990.  4  13-16 1990. 7  3～ 6 12.  9～ 12

会 場 大阪国際交流センター 千里阪急ホテル 京都国際会館

主催責任者
伊 達 宗 行

(大阪大学理学部)

吉 森 昭 夫

(大阪大学基礎工学部)

山 本 尚 三

(徳島大学医学部)

人  事  消  息

1 1989年 4月 、早石 修 理事が、大阪医科大学学長をご退任になった。石川辰夫選考委員が、東

京大学応用微生物研究所を定年ご退官になり、東京大学名誉教授の称号をお受けになり、帝京

大学理工学部教授に就任された。

豊 名

Proc.of Yamada Conference 〕 区

on Big―Bang, Active Galactic

卜iuclei and Supernovae

(ビッグバン、活動的銀河核、超新星)

Proc. of Yamada Conference XXl

onい′[olecular Physiology

of Retinal Proteins

(レチナール蛋白質の分子生理)

数頁 619頁 457妥ヨ

出 版 時 期 1989年1月 1988年■1月

問い合わせ先
佐 藤  勝  彦 (東京大学理学部

TEL 03-812-2111)

原   富  之 (大阪大学理学部

TEL 06-844-1151)

会期及び財

団千」イ子物に

於ける紹介

1988.  3  28～4.1

東京大学山上会館 (東京都)

成果報告は第12回事業報告書

(本年10月頃刊行予定)に 紹介予定

1988.  5.  30-6.  3

比叡山国際観光ホテル (京都市)

成果報告は第12回事業報告書

(左記)に 紹介予定
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財 団法 人    山 田 科 学 振 興 財 団

〒 544  大 阪市生野区奨西 1丁 目8番 1号

電話大阪 (00757局 3311(代 表)

Yamada Science Foundation

8-l Tatsumi Nishi l一 chOmo,IkunO― ku

Osaka 544, 」 apan

1989.7 170
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